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「
ペ
ル
シ
ャ
語
族
」
の
大
移
動—

—
。
昨
年
六
月
、
外
務
省
で
イ

ラ
ン
・
ペ
ル
シ
ャ
語
を
専
門
と
す
る
多
く
の
同
僚
た
ち
が
「
第
二
の

故
郷
」テ
ヘ
ラ
ン
へ
続
々
と
乗
り
込
ん
で
き
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、

安
倍
総
理
の
訪
問
（
同
月
一
二
～
一
四
日
）
に
備
え
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
総
理
大
臣
が
イ
ラ
ン
を
訪
問
す
る
の
は
実
に
四
一
年
ぶ
り
、

七
九
年
の
イ
ス
ラ
ム
革
命
以
降
初
め
て
と
な
る
。

　

日
本
側
は
、
こ
の
ロ
ジ
の
要
所
要
所
に
ペ
ル
シ
ャ
語
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
を
合
計
十
数
名
配
置
し
た
。
そ
の
数
の
あ
ま
り
の
多
さ
に
、

イ
ラ
ン
側
警
護
は
「
い
っ
た
い
本
物
の
総
理
通
訳
は
誰
だ
っ
？
」
と

混
乱
気
味
に
聞
い
て
き
た
。「
こ
こ
に
は
ま
だ
居
な
い
。
最
適
任
者

が
総
理
と
一
緒
に
飛
ん
で
く
る
」
と
応
じ
る
と
二
度
驚
か
れ
た
が
、

「
日
本
が
こ
の
国
を
ど
れ
だ
け
大
事
に
考
え
て
い
る
か
の
証
左
で
あ

る
」
と
答
え
る
と
、
妙
に
納
得
し
感
動
し
て
く
れ
た
。

革
命
後
初
、
四
一
年
ぶ
り
の
首
相
訪
問
の
イ
ン
パ
ク
ト

　

一
二
日
、
安
倍
総
理
を
乗
せ
た
車
が
騎
馬
隊
に
導
か
れ
、
歓
迎
式

典
が
催
さ
れ
る
緑
豊
か
な
サ
ー
ダ
ー
バ
ー
ド
宮
殿
の
中
庭
へ
と
滑
り

降
り
て
く
る
。
正
装
し
た
イ
ラ
ン
軍
の
儀
仗
兵
に
よ
る
「
君
が
代
」

が
流
れ
る
と
、
ペ
ル
シ
ャ
語
族
の
後
輩
た
ち
は
感
極
ま
っ
て
い
た
。

一
方
、
総
理
リ
エ
ゾ
ン
（
連
絡
調
整
役
）
で
あ
っ
た
筆
者
は
、
革
命

防
衛
隊
に
よ
る
警
護
の
目
を
か
い
く
ぐ
り
、
総
理
の
次
の
動
線
へ
に

じ
り
寄
ろ
う
と
蟹
歩
き
を
続
け
て
い
た
。

　

翌
一
三
日
、
現
職
総
理
に
よ
る
初
の
イ
ラ
ン
最
高
指
導
者
と
の
面

談
が
実
現
し
た
。
イ
ラ
ン
に
限
ら
ず
、
い
き
な
り
ト
ッ
プ
会
談
が
で

在
イ
ラ
ン
大
使
館
一
等
書
記
官

角 

潤
一

す
み　

じ
ゅ
ん
い
ち　
一
九
九
八
年
外
務
省
入

省
。
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ
リ
カ
研
究
学
院

で
中
近
東
学
の
修
士
号
取
得
。
本
省
で
中
東

第
二
課
、
経
済
安
全
保
障
課
、
在
外
で
イ
ラ
ン
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
イ
ラ
ク
、
国
連
代
表
部
な

ど
に
勤
務
。
二
〇
一
九
年
か
ら
現
職
。

外 交 最 前 線 １5

イ
ラ
ン
政
治
の
う
ね
り
の
中
で

―
―
深
ま
る
二
国
間
関
係
、
試
さ
れ
る
危
機
対
応

昨年 6月にテヘランを訪問した際の安倍
総理大臣。その後方が筆者（提供・イラ
ン国営通信〔IRNA〕）
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き
る
わ
け
で
は
な
い
。
総
理
訪
問
の
前
に
は
、
国
連
総
会
に
合
わ
せ

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
六
年
連
続
の
首
脳
会
談
が
あ
り
、
外
相
レ
ベ

ル
、
次
官
級
レ
ベ
ル
の
緊
密
な
協
議
、
さ
ら
に
そ
の
裾
野
に
は
、
人

権
対
話
や
軍
縮
・
不
拡
散
協
議
、
経
済
協
力
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の

作
業
部
会
な
ど
幅
広
い
分
野
で
、
局
長
・
課
長
級
か
ら
担
当
官
レ
ベ

ル
の
つ
な
が
り
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
が
広
が
る
。
政
府
外

で
も
国
会
議
長
の
訪
日
な
ど
要
人
の
往
来
を
積
み
上
げ
て
き
た
。
も

ち
ろ
ん
、
対
話
の
数
が
多
け
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、

話
を
し
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

ま
た
、
誤
解
が
多
い
が
、「
最
高
指
導
者
」
は
イ
ラ
ン
に
お
け
る

最
高
権
力
者
で
は
あ
る
も
、
独
断
で
全
て
を
決
め
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。「
無
謬
の
存
在
」
と
し
て
過
ち
を
犯
せ
な
い
圧
力
の
下
、
民

意
・
世
論
に
目
配
り
し
つ
つ
、
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
タ
ー
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
国
の
舵
取
り
を
続
け
て
い
る
。
こ
の
イ
ラ

ン
の
複
雑
な
体
制
に
対
す
る
働
き
か
け
を
「
穴
の
空
い
た
歯
磨
き
粉

チ
ュ
ー
ブ
」
に
例
え
た
悪
友
が
い
た
。
つ
ま
り
、
チ
ュ
ー
ブ
を
下
か

ら
少
し
ず
つ
巻
き
上
げ
、
要
所
要
所
の
穴
を
押
さ
え
て
、
よ
う
や
く

最
後
の
蓋
が
ポ
ン
ッ
！　

と
開
く
の
だ
と
。

　

こ
の
訪
問
の
成
否
に
つ
い
て
の
評
価
は
外
部
の
方
々
に
委
ね
た

い
。
し
か
し
、
ハ
メ
ネ
イ
最
高
指
導
者
が
「
日
本
の
善
意
と
真
剣
さ

に
疑
い
を
抱
い
て
は
い
な
い
」
と
日
本
へ
の
信
頼
の
念
を
内
外
に
示

し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
日
・
イ
ラ
ン
関
係
の
「
前
線
」
に
立
つ

者
に
と
っ
て
、
極
め
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ

が
日
々
向
き
合
う
イ
ラ
ン
側
と
の
関
係
で
大
き
な
違
い
が
生
ま
れ
て

く
る
。
遡
れ
ば
、
事
前
準
備
段
階
で
の
イ
ラ
ン
側
と
の
や
り
と
り
か

ら
も
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
歓
迎
の
意
が
汲
み
取
れ
た
。

　

イ
ラ
ン
側
に
と
っ
て
も
、
世
界
的
な
注
目
が
集
ま
る
中
、
国
の
最

高
レ
ベ
ル
か
ら
自
国
の
立
場
を
表
明
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
に
な

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
高
指
導
者
事
務
所
は
異
例
に
も
総
理
と
の
面

談
の
動
画
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
ア
ッ
プ
し
、
最
高
指
導
者
自
身
の

肉
声
を
国
営
放
送
で
報
じ
た
の
で
あ
る
。

　

十
数
年
の
付
き
合
い
に
な
る
イ
ラ
ン
の
ベ
テ
ラ
ン
外
交
官
は
よ
く

言
っ
て
い
た
。「
苦
し
い
時
に
向
き
合
っ
て
く
れ
た
相
手
の
こ
と
は

忘
れ
な
い
」
と
。
イ
ラ
ン
人
は
、
義
理
人
情
、
演
歌
調
の
国
民
性
な

の
で
あ
る
。

八
〇
周
年
か
ら
九
〇
周
年
へ

　

こ
の
訪
問
が
行
わ
れ
た
二
〇
一
九
年
は
、
日
・
イ
ラ
ン
間
の
外
交

関
係
が
樹
立
さ
れ
て
か
ら
九
〇
周
年
に
当
た
る
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ

か
ら
遡
る
こ
と
約
一
年
前
、
本
省
の
イ
ラ
ン
担
当
か
ら
当
時
官
房
総

務
課
に
勤
務
し
て
い
た
筆
者
に
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。
私
は
一
〇

年
前
に
同
じ
く
本
省
の
イ
ラ
ン
担
当
で
あ
っ
た
。「
前
例
を
調
べ
て
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い
る
が
、八
〇
周
年
よ
り
前
の
周
年
行
事
の
記
録
が
見
つ
か
ら
な
い
」

と
い
う
。
そ
れ
は
そ
う
だ
。
そ
れ
ま
で
イ
ラ
ン
と
の
間
で
周
年
行
事

は
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
当
時
、
イ
ラ
ン
を
取
り
巻
く
国
際
的
な

環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
た
。
そ
れ
で
も
伝
統
的
に
良
好
な
二
国

間
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
、
テ
ヘ
ラ
ン
に
日
本
の
公
使
館
が
開
設
さ

れ
た
の
が
一
九
二
九
年
で
あ
る
こ
と
に
目
を
つ
け
、
末
広
が
り
の

「
八
」
は
縁
起
が
良
い
と
し
て
、
在
京
イ
ラ
ン
大
使
館
（
当
時
の
駐

日
大
使
は
ア
ラ
グ
チ
現
外
務
次
官
）と
知
恵
を
絞
っ
た
結
果
が「
八
〇

周
年
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
、
日
本
の
外
務
大
臣
に
よ
る
四
年
ぶ
り

の
イ
ラ
ン
訪
問
が
実
現
し
た
。

　

一
方
、
九
〇
周
年
は
し
っ
か
り
準
備
さ
れ
て
い
た
。
目
玉
事
業
と

し
て
、
夏
に
は
、
九
〇
年
前
に
日
本
の
初
代
特
命
全
権
公
使
が
信
任

状
を
捧
呈
し
た
ゴ
レ
ス
タ
ン
宮
殿（
世
界
遺
産
）で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
・
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
実
施
。
一
〇
月
に
は
、
中
世
に
イ
ラ
ン
で
失
わ

れ
た
ラ
ス
タ
ー
彩
の
技
法
を
日
本
で
復
活
さ
せ
た
陶
芸
家
で
あ
る
加

藤
幸
兵
衛
氏
と
彼
に
弟
子
入
り
し
た
イ
ラ
ン
人
女
性
陶
芸
家
二
名
の

合
作
に
よ
る
ラ
ス
タ
ー
彩
陶
壁
が
、
テ
ヘ
ラ
ン
市
内
の
博
物
館
に
寄

贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
奥
深
い
両
国
の
関
係
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
た
。

　

こ
の
年
の
一
二
月
、
異
例
の
早
さ
で
ロ
ー
ハ
ニ
大
統
領
の
答
礼
訪

問
が
決
ま
る
。
イ
ラ
ン
大
統
領
の
訪
日
は
一
九
年
ぶ
り
。
こ
れ
も
イ

ラ
ン
側
の
高
い
関
心
の
現
れ
で
あ
り
、
大
統
領
リ
エ
ゾ
ン
で
あ
っ
た

筆
者
に
も
調
整
段
階
か
ら
イ
ラ
ン
側
の
「
熱
量
」
が
感
じ
ら
れ
た
。

六
月
の
総
理
の
イ
ラ
ン
訪
問
に
続
き
、
一
二
月
の
ロ
ー
ハ
ニ
大
統
領

の
訪
日
で
締
め
く
く
ら
れ
た
九
〇
周
年
は
、
二
国
間
関
係
上
の
「
盆

と
正
月
が
一
緒
に
来
た
よ
う
な
騒
ぎ
」
の
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。

　

六
月
は
応
援
出
張
者
の
立
場
だ
っ
た
筆
者
は
、
そ
こ
で
里
心
が
つ

き
、
一
〇
月
に
は
一
五
年
ぶ
り
に
第
二
の
祖
国
イ
ラ
ン
に
再
赴
任
し

て
い
た
。
二
〇
二
〇
年
は
イ
ラ
ン
国
会
選
挙
、
米
大
統
領
選
挙
、
そ

し
て
来
年
二
一
年
に
は
イ
ラ
ン
大
統
領
選
挙
と
「
政
治
の
年
」
で
あ

り
、
イ
ラ
ン
は
奇
し
く
も
世
紀
末
（
イ
ラ
ン
暦
一
四
〇
〇
年
）
を
迎

え
る
。
イ
ラ
ン
・
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
、
大
き
な
政
治
の
う
ね
り

を
か
ぶ
り
つ
き
席
で
観
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
だ
と
考
え
て
い
た
。

ソ
レ
イ
マ
ニ
暗
殺
、
風
雲
急
を
告
げ
る
年
明
け

　
「Soleim

ani dar A
raq terror shod.

（
ソ
レ
イ
マ
ニ
が
イ
ラ

ク
で
殺
ら
れ
た
）」。

　

年
が
明
け
て
間
も
な
い
一
月
三
日
未
明
、
こ
の
短
い
ワ
ッ
ツ
ア
ッ

プ
（W

hatsA
pp

）
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
盆
正
月
気
分
は
吹
き
飛
ん
だ
。

旧
知
の
イ
ラ
ン
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
か
ら
の
速
報
だ
っ
た
。

　

ハ
メ
ネ
イ
師
に
よ
り
、
激
し
い
報
復
と
三
日
間
の
服
喪
が
宣
言
さ

れ
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
瀟
洒
な
街
の
雰
囲
気
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
く
一
変
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し
た
。
至
る
所
に
哀
悼
の
横
断
幕
や
喪
に
服
す
黒
旗
が
掲
げ
ら
れ
、

冬
の
寒
さ
と
相
ま
っ
て
陰
鬱
を
増
し
た
。
六
日
、
筆
者
が
こ
れ
ま
で

見
た
こ
と
も
な
い
ほ
ど
の
群
衆
が
ソ
レ
イ
マ
ニ
の
葬
儀
に
集
ま
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
イ
ラ
ン
が
米
国
を
攻
撃

す
れ
ば
、
反
撃
と
し
て
「
イ
ラ
ン
の
五
二
ヵ
所
を
標
的
に
す
る
」
と

ツ
イ
ー
ト
し
た
。

　

静
か
に
喪
が
明
け
た
と
思
っ
た
矢
先
の
八
日
未
明
、
イ
ラ
ク
駐
留

米
軍
基
地
へ
イ
ラ
ン
が
報
復
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち
込
み
、
ま
た

も
や
夜
明
け
前
の
大
使
館
へ
走
る
こ
と
に
な
っ
た
。
執
務
室
で
情
報

収
集
し
て
い
る
と
、「
テ
ヘ
ラ
ン
で
民
間
航
空
機
が
撃
墜
さ
れ
ま
し

た
っ
！
」
と
若
手
館
員
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
慌
て
て
ペ
ル
シ
ャ
語

報
道
を
読
む
と
「
墜
落
」
と
あ
る
。「
ま
ぁ
、
落
ち
着
い
て
」
と
諭

し
た
が
、
数
日
後
、
彼
の
早
と
ち
り
が
実
は
正
し
か
っ
た
こ
と
が
判

明
す
る
。
革
命
防
衛
隊
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
航
空
機
の
誤
射
を
認
め
た
の

だ
。
乗
客
乗
員
一
七
六
名
全
員
が
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
事
件
と
な
っ

た
。

　

こ
れ
ら
の
事
件
は
イ
ラ
ン
在
留
邦
人
に
も
動
揺
を
与
え
、
帰
国
の

要
望
も
出
始
め
た
。八
日
未
明
に
大
使
館
に
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

館
員
は
邦
人
の
所
在
確
認
や
フ
ラ
イ
ト
情
報
の
収
集
に
追
わ
れ
た
。

同
日
午
後
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
危
険
情
報
が
四
段
階
中
の
レ
ベ
ル
１
（
十

分
注
意
）
か
ら
レ
ベ
ル
３
（
渡
航
中
止
勧
告
）
へ
と
一
気
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
。

　

長
年
当
地
で
根
を
張
る
日
本
企
業
の
動
き
は
素
早
か
っ
た
。
幸
い

航
路
は
完
全
に
は
途
絶
え
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
商
用
機
で
の
退
避

が
可
能
で
あ
っ
た
。
大
使
館
は
、
在
留
邦
人
と
の
情
報
共
有
の
場
で

あ
る
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
や
領
事
メ
ー
ル
な
ど
で
情
報
を
共
有

し
、
こ
の
日
の
夜
か
ら
、
万
一
の
混
乱
に
備
え
、
出
国
す
る
邦
人
支

援
の
た
め
に
館
員
を
連
日
空
港
へ
派
遣
し
た
。
一
四
日
夜
ま
で
に
、

退
避
を
希
望
す
る
邦
人
は
イ
ラ
ン
国
外
へ
脱
出
し
た
。

　

一
六
日
、
邦
人
退
避
に
一
定
の
目
処
が
つ
く
と
、
筆
者
は
同
僚
ら

と
防
弾
車
に
乗
り
込
み
、明
け
方
の
テ
ヘ
ラ
ン
を
発
っ
て
北
上
し
た
。

ア
ル
ボ
ル
ズ
山
脈
を
越
え
、
カ
ス
ピ
海
が
近
づ
く
と
植
生
が
一
気
に

緑
濃
く
な
り
、
湿
度
が
増
す
。
道
中
、
休
憩
所
や
ホ
テ
ル
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
。
道
路
状
況
は
良
い
。
緊
急
時
に
備
え
、
平
時
か
ら
脱
出
経

路
を
調
査
し
て
お
く
の
は
定
石
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
か
ね
て
か

ら
の
検
討
の
結
果
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
狙
い
を
絞
っ
て
い
た
。

　

ア
ス
タ
ラ
国
境
を
徒
歩
で
越
え
、
出
迎
え
て
く
れ
た
在
ア
ゼ
ル
バ

イ
ジ
ャ
ン
日
本
大
使
館
員
と
合
流
し
、
一
気
に
首
都
バ
ク
ー
へ
向
か

う
。途
中
休
憩
な
ど
を
最
小
限
に
抑
え
れ
ば
、テ
ヘ
ラ
ン
か
ら
バ
ク
ー

ま
で
最
短
約
一
〇
時
間
で
走
破
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ア
ゼ
ル

バ
イ
ジ
ャ
ン
政
府
は
極
め
て
協
力
的
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
大
使
館

も
館
を
挙
げ
て
支
援
し
て
く
れ
た
。国
境
警
備
に
も
手
土
産
を
渡
し
、
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い
つ
で
も
連
絡
が
と
れ
る
体
制
を
整
え
た
。「
こ
の
ル
ー
ト
は
使
え

る
」
と
確
信
し
、
翌
一
七
日
、
空
路
で
テ
ヘ
ラ
ン
へ
と
ん
ぼ
返
り
。

イ
ラ
ン
永
住
者
を
含
む
よ
り
多
く
の
在
留
邦
人
が
退
避
を
希
望
す
る

事
態
も
想
定
し
、
大
型
バ
ス
の
調
達
先
も
目
星
を
つ
け
て
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
整
備
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
に
空
路
に
よ
る
退
避
も
検
討
し

て
い
た
。
か
つ
て
の
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
時
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｘ
」
で
あ
る
ト
ル
コ
航
空
を
始
め
、
チ
ャ
ー
タ
ー
機
の
可
能
性
も
追

求
し
た
。

　

そ
の
後
、
米
・
イ
ラ
ン
間
の
緊
張
は
徐
々
に
一
定
の
落
ち
着
き
を

見
せ
始
め
た
。
日
・
イ
ラ
ン
間
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
上
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
や
報
道
関
係
者
、
日
本
人
学
校
や
研
究
者
、
留
学
生

な
ど
の
在
留
邦
人
の
存
在
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
二
国
間
関
係
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
安
全
の
確
保
は
大
使
館

の
最
重
要
任
務
の
一
つ
で
あ
る
。

　

大
使
館
か
ら
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
の
現
状
、
ソ
レ
イ
マ
ニ
の
死
か
ら

四
〇
日
後
（
ア
ル
バ
イ
ー
ン
）
に
当
た
る
日
が
イ
ス
ラ
ム
革
命
記
念

日
（
二
月
一
一
日
）
と
重
な
る
点
に
注
目
し
、
そ
れ
が
今
後
の
情
勢

を
見
極
め
る
一
つ
の
目
安
と
な
る
と
の
見
方
、
そ
れ
に
続
く
国
会
選

挙
（
二
月
一
九
日
）
や
イ
ラ
ン
正
月
（
三
月
二
一
日
）、ラ
マ
ダ
ン
（
断

食
月
）
な
ど
の
流
れ
を
説
明
し
、
ま
た
万
一
の
際
の
陸
路
退
避
ル
ー

ト
な
ど
、
邦
人
が
個
々
に
情
勢
を
判
断
す
る
た
め
の
ベ
ー
ス
と
な
る

情
報
を
提
供
し
続
け
た
。
一
月
末
に
は
、
多
く
の
邦
人
企
業
関
係
者

が
退
避
し
て
い
た
ド
バ
イ
に
も
飛
び
、
説
明
会
を
実
施
し
た
。

　

二
月
一
二
日
、
危
険
情
報
レ
ベ
ル
が
一
段
階
下
が
り
、
レ
ベ
ル
２

（
不
要
不
急
の
渡
航
中
止
）
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
時
退
避
し

て
い
た
在
留
邦
人
が
少
し
ず
つ
イ
ラ
ン
に
戻
っ
て
き
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓
延

　

二
月
一
八
日
、
筆
者
は
再
び
バ
ク
ー
へ
飛
び
、
緊
急
時
の
退
避
計

画
に
つ
い
て
詰
め
の
協
議
を
行
い
、
翌
一
九
日
に
は
テ
ヘ
ラ
ン
へ
帰

任
し
た
。
同
じ
日
、
イ
ラ
ン
で
初
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
例

二
名
が
報
告
さ
れ
、一
〇
時
間
後
に
は
二
名
死
亡
の
速
報
が
流
れ
た
。

そ
の
約
一
週
間
後
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
記
者
会
見
で
、
咳
き
込
み
額

の
汗
を
し
き
り
に
拭
っ
て
い
た
厚
生
省
次
官
の
コ
ロ
ナ
陽
性
が
発

覚
、
そ
の
後
も
副
大
統
領
や
国
会
議
長
に
ま
で
感
染
が
広
が
り
、
国

内
に
衝
撃
が
走
っ
た
。

　

映
画
館
な
ど
の
娯
楽
施
設
は
閉
鎖
さ
れ
、
学
校
も
全
土
で
閉
校
、

ほ
と
ん
ど
の
社
会
・
経
済
的
活
動
が
事
実
上
一
時
停
止
し
、
制
裁
で

疲
弊
し
た
経
済
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
ソ
レ
イ
マ
ニ
司
令
官
追
悼

の
看
板
は
あ
っ
と
い
う
間
に
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
や
マ
ス
ク

着
用
を
呼
び
か
け
る
も
の
に
す
げ
替
え
ら
れ
た
。
イ
ラ
ン
人
の
変
わ

り
身
の
早
さ
に
は
い
つ
も
驚
か
さ
れ
る
。
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二
六
日
、
今
度
は
感
染
症
に
関
す
る
危
険
情
報
が
、
イ
ラ
ン
全
土

が
レ
ベ
ル
２
へ
、
二
八
日
に
は
テ
ヘ
ラ
ン
な
ど
が
武
漢
と
同
じ
レ
ベ

ル
３
へ
と
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
数
が
一
万
人
を
超
え
た
の
は
（
中
国
、
イ
タ
リ
ア
に
次
い

で
）
イ
ラ
ン
が
世
界
三
番
目
で
あ
り
、
我
が
国
の
公
館
所
在
地
で
感

染
症
危
険
レ
ベ
ル
３
と
な
っ
た
の
は
、
テ
ヘ
ラ
ン
が
最
初
だ
っ
た
。

な
ぜ
イ
ラ
ン
で
こ
れ
ほ
ど
早
く
感
染
が
広
が
っ
た
の
か
。
イ
ラ
ン
人

は
も
と
も
と
パ
ー
テ
ィ
ー
好
き
で
、
男
性
同
士
で
も
挨
拶
の
際
に
頰

を
す
り
合
わ
せ
る
「
濃
厚
接
触
」
民
族
。
密
を
避
け
に
く
い
宗
教
行

事
も
多
い
。
ま
た
、
制
裁
の
影
響
で
西
側
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
停
滞
す

る
中
、
イ
ラ
ン
は
中
国
と
の
結
び
つ
き
を
深
め
て
い
る
。
当
地
外
交

団
の
一
人
は
、「
こ
れ
が
現
代
版
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
『
一
帯
一
路
』
の
功

罪
。
良
い
モ
ノ
も
悪
い
モ
ノ
も
運
ん
で
く
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
。

　

在
留
邦
人
は
再
び
退
避
の
検
討
を
始
め
た
。
こ
の
頃
、「
国
境
が

閉
鎖
さ
れ
た
」
と
ア
ス
タ
ラ
国
境
の
担
当
官
が
申
し
訳
な
さ
そ
う
に

連
絡
し
て
き
た
。
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
に
限
ら
ず
、
こ
の
地
域
で
最

初
に
感
染
が
拡
大
し
た
イ
ラ
ン
に
対
し
、
周
辺
国
は
い
ち
早
く
国
境

を
封
鎖
し
た
。
も
と
も
と
選
択
肢
が
少
な
い
空
路
も
、
米
国
の
経
済

制
裁
や
先
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
航
空
機
撃
墜
、
そ
し
て
刻
々
と
世
界
に
広

が
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
退
避
ル
ー
ト
は
狭
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

当
館
も
直
ち
に
対
応
に
追
わ
れ
た
。
イ
ラ
ン
国
内
の
感
染
状
況
、

病
院
の
体
制
、
政
府
の
対
応
、
航
空
便
や
周
辺
国
の
動
き
を
調
査
。

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
を
累
次
開
催
し
、
領
事
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報

提
供
も
連
日
続
い
た
。
そ
し
て
、
三
月
中
旬
ま
で
に
、
退
避
を
希
望

す
る
在
留
邦
人
は
空
路
を
使
っ
て
イ
ラ
ン
か
ら
出
国
し
た
。同
時
に
、

イ
ラ
ン
国
民
向
け
に
は
、
国
際
機
関
経
由
で
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
経
済

協
力
を
実
施
し
た
。
苦
し
い
と
き
こ
そ
の
支
援
で
あ
る
。

　

九
月
九
日
現
在
、イ
ラ
ン
は
一
日
の
新
規
感
染
者
が
二
三
一
三
人
、

死
者
が
一
三
七
人
（
総
感
染
者
数
は
三
九
万
三
四
二
五
人
）
と
、「
第

二
波
」
の
た
だ
中
に
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
収
束
は
見
え
な
い
。
こ
の
よ

う
な
中
、
二
国
間
関
係
の
基
礎
と
な
る
在
留
邦
人
に
対
し
、
大
使
館

は
、
当
地
の
医
療
事
情
や
感
染
予
防
対
策
な
ど
、
帰
還
の
是
非
の
判

断
に
必
要
な
情
報
収
集
・
提
供
を
続
け
て
い
る
。
一
方
で
、
イ
ラ
ン

を
め
ぐ
る
情
勢
は
動
き
続
け
て
い
る
。
ハ
メ
ネ
イ
師
は
、
一
月
の
弾

道
ミ
サ
イ
ル
攻
撃
を
「
平
手
打
ち
の
一
撃
」
と
称
し
、
激
し
い
報
復

は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
を
匂
わ
せ
て
い
る
。
国
内
で
は
、
六

月
末
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
核
施
設
の
爆
発
な
ど
不
審
な
事
件
が
相

次
い
だ
。
一
一
月
の
米
大
統
領
選
挙
を
睨
み
、
米
・
イ
ラ
ン
両
国
の

駆
け
引
き
も
続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
が
、
私
の
持
ち
場
で
あ
る
イ
ラ
ン
と
い
う
「
前
線
」
で
の
約

一
年
間
の
出
来
事
で
あ
る
。
世
界
中
で
奮
闘
す
る
同
僚
ら
と
共
に
、

前
線
で
球
際
に
強
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
一
人
で
あ
り
た
い
と
思
う
。
●




